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世帯数人口 男 世帯数人口 男
鈴鹿山 場之町 龍池 4 8 3 49 56 22 
役行者山役行者町 龍池 21 49 24 19 37 19 
孟宗山 事町 明倫 4 5 3 2 2 1 
黒主山 烏帽子屋町明倫 1 34 18 10 34 17 
鯉山 鯉山町 明倫 15 56 31 17 49 27 
山伏山 山伏山町 明倫 4 17 8 4 17 
菊水鉾 菊水鉾町 明倫 12 33 15 9 25 
中八幡山 三条町 明倫 46 146 63 61 144 66 
京北観音山六角町 明倫 29 88 34 19 76 
南観音山百足屋町 明倫 73 179 98 44 146 75 
区放下鉾 小結棚町 明倫 29 85 42 29 72 
鷹山 衣棚町 明倫 15 53 23 13 51 24 
浄妙山 骨屋町 明倫 25 88 40 18 65 30 
橋弁慶山橋弁慶町 明倫 13 30 12 10 29 
布袋山 姥柳町 明倫 20 63 29 21 63 30 
占出山 占出山町 明倫 24 68 33 16 47 28 
震天神山天神山町 明倫 14 39 19 9 30 
階自郎山 贈蜘山町 本能 29 106 38 46 105 38 
油天神山風早町 格致 74 209 91 104 243 
太子山 太子山町 格致 52 147 64 41 120 54 
四条傘鉾傘鉾町 格致 28 87 40 28 84 
戸刈山 芦刈山町 格致 44 161 80 33 134 61 
木賊山 木賊山町 格致 74 187 78 65 149 47 
鶏鉾 鶏鉾町 成徳 18 41 18 12 36 17 I 
下白楽天山白楽天町 成徳 24 56 32 36 84 40 
京凱旋船鉾四条町 成徳 44 130 62 48 120 51 I 
船鉾 船鉾町 成徳 32 101 43 30 82 37 
区岩戸山 岩戸山町 成徳 34 118 57 38 88 37 
函谷鉾 函谷鉾町 成徳
月鉾 月鉾町 成徳 21 69 33 17 48 22 
郭巨山 郭巨山町 成徳 23 81 40 25 72 36 
綾傘鉾 善長寺町 成徳 22 69 35 40 80 45 I 
伯牙山 矢田町 成徳 57 181 80 52 134 52 
保昌山 燈寵町 豊園 53 186 93 50 163 76 
長万鉾 長万鉾町 豊園 5 13 7 5 10 4 
総 2十 993 2983 1386 1021 2696 1206 




34 42 23 4.76 5.88 425.0 
11 25 7 40.00 63.64 -49.0 
-100.0 
7 24 10 20.83 75.00 -29.4 
24 50 27 18.00 36.36 -10.7 
3 14 7 0.00 -17.6 
5 18 8 22.22 83.33 -45.5 
67 146 66 25.34 38.81 0.0 
21 64 24 28.13 80.95 -27.3 
40 131 65 23.66 77.50 -26.8 
28 66 30 37.88 35. 71 -22.4 
11 43 19 20.93 90.00 -18.9 
18 55 26 20.00 77.78 -37.5 
10 27 11 33.33 60.00 -10.0 
20 57 29 15.79 45.00 -9.5 
14 41 24 34.15 85.71 -39.7 
17 46 22 19.57 47.06 17.9 
20 44 16 29.55 50.00 -58.5 
105 230 104 25.22 43.69 10.0 
105 253 96 13.44 56.73 72.1 
21 69 30 28.99 85.71 -20.7 
32 113 52 17.70 56.25 29.8 
56 170 76 15.29 70.59 -9.1 
7 18 9 16.67 50.00 -56.1 
52 109 54 17.43 19.23 94.6 
85 142 70 14.08 21.18 9.2 
59 115 47 20.87 38.18 13.9 
29 86 49 20.93 65.52 -27.1 
0.00 
16 41 17 19.51 26.67 -40.6 
16 46 21 36.96 46.67 -43.2 
49 98 44 14.29 18.37 42.0 
70 134 40 17.16 31. 43 26.0 
44 138 61 21. 74 63.41 -25.8 
2 2 1 0.00 -84.6 



























































































































































































































京都六角町の町内と町内組織 谷口 浩司 183 
こに住まいし，お父さんは，現在の町内役員に祭りの作法をきちんと教えた人で、はな
いか」というような内容であった。六角町の習慣など熟知している家柄であり，役員
もまた自分たちの代には決して同様なことはしないと申し合わせることによってワン
ルームマンションは建たないことになった。
町並みの景観ということもなくはなかったが，祭りに支障をきたすといった筋の立
て方が納得への近道であったのである。「景観というのは非常に畷昧な，各人のその
価値判断にまかされるようなこともあるんで，町内全体の意志をまとめるためには，
景観程度のことではとてもまとまらない問題であったと思います。人の思いはさまざ
まなんです。景観と考えている人もいるでしょう。軒を接している隣近所にしてみれ
ば日照権やとか工事にともなう問題とかあるんですが，南北と奥にいる人達だけの問
題で，とても全体の問題にはなりきらなかった」と吉田氏は，町内に起こったマンシ
ヨン問題を振り返って語る。
職住一体の町室町において，家業経営から企業経営へと自立化を強めた「町人」と
同様に，経営から退いた「町人」もまた，町内での連続的，調和的な住生活を維持し
うることはなかなか難しい。歴史的都心地区の多くの町内がそうした事態にさらされ
ている。けれども六角町の変化は緩やかである。それは，祇園祭が「町内の祭り」と
して機能していることの現れである。この機能は内在的規制力であって， I祭を滞り
なく行う」とし、う言葉に思いが込められている。この規制力は，希望と失望の交差し
た，きわめて「淡し、」ものでしかない。個人の財産権の行使が原則的に自由であると
する観念のもとに，近隣社会が混乱に陥らざるをえない事態を，近隣の倫理とでも言
えるような「淡い自己規制」に委ねるだけでは，あまりにも近隣社会に酷ではなかろ
うか。都市計画や建築基準法がもっとその土地に見合ったきめ細かななものとして機
能し，町並みの風景が豊かな職を育てるものでなければなるまい。これは政治的な課
題である。
